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●電話予約 芸術文化センター
ò47－5122
●窓口販売 芸術文化センター／三
鷹市美術ギャラリー／三鷹市公会堂
●販売時間・休館日
10:00～19:00 月曜日休館
●プレイガイド
チケットぴあò03－5237－9999
★印の公演には託児サービスがあり
ます。各回500円、対象：1歳半～
未就学児、定員10人、要予約。

財団主催の全公演のチケットが１
割引（割引は２枚まで）で購入でき、
優先予約日があるので、よりよい席

でお楽しみいただけます。また、前
もって情報誌をお送りしますので、
公演情報を漏れなく知ることができ
ます。年会費は2,000円です。くわ
しくは芸術文化センターò47－
5122へ。

～スペイン、イタリア、南アメリカ、
アフリカのバロック・ダンス・
ミュージック～

10月19日—19:00開演
全席指定：一般／Ｓ＝4,000 Ａ＝
3,000 学生＝2,000 会員／Ｓ＝
3,600 Ａ＝2,700
ザ・ハープ・コンソートは、多様

なスタイルのバロック、中世音楽な
どの即興演奏を中心に活動する音楽
家のグループ。ハープ、ギター、ガ
イタ（バグパイプ）、打楽器など20
種類もの楽器を６人のメンバーが持
ち替えて巧みに演奏するほか、これ
に男性ダンサーの華麗なタップやダ
ンス、ユーモラスなパントマイム、

女性歌手の歌声が見事に絡みあい、
情熱的でエキサイティングなステー
ジが展開します。フラメンコ誕生の
前のスペインの踊りや歌の世界をお
楽しみください。

CAB DRIVER「誰かの青い鳥‚」
９月14日—～16日ï
全席指定：前売／会員＝2,200
一般＝2,500 当日／会員＝2,500
一般＝2,800
作：日下由子　演出：いのべけんじ
出演：矢柴俊博、阿部宗孝（双数姉
妹）、瀧山雪絵ほか
ある会社の休憩室を舞台にした、

８人の登場人物が抱えるそれぞれの
ドラマ。その８つの支柱を混然と閉

じこめた群像劇。激しい感情の世界
も、ささやかな日常の隙間も、すべて
リアルな呼吸で描き続けるCA B
DRIVER。良質なドラマの世界をど
うぞ。
にんじんボーン「こ・と・ぶ・き」

10月12日—～14日è
作・演出：宮本勝行
全席指定：前売／会員＝2,200
一般＝2,500 当日／会員＝2,500
一般＝2,800
クオリティの高い作品を生みだし

続ける「にんじんボーン」の原点とも
言うべき、旗揚げ作品を７年ぶりに
再演します。たたみかけられる言葉
の面白さと、絶妙の間…。観終わった
後、しみじみ心が暖かくなります。世
代を越えてお勧めしたい舞台です。

チケットインフォメーション
三鷹市芸術文化振興財団
（三鷹市芸術文化センター内）

ò47-5122
http://mitaka.jpn.org/

チケットのお求め方法

友の会ＭＡＲＣＬ（マークル）

芸術文化センター星のホール
芸術文化センター風のホール

★ザ・ハープ・コンソート
ルス・イ・ノルテ「灯火と北極星」

CAB DRIVER

14:00
15:00
19:00
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10月４日–～６日À

作・演出：故林広志
出演：村岡希美・廣川三憲（ナイロ
ン100℃）小松和重（サモ・アリナ
ンズ）親族代表　ほか
全席指定：前売／会員＝2,500
一般＝2,800 当日／会員＝2,700
一般＝3,000
様々な舞台を手がけている気鋭の

コント作家故林広志が贈る名付けて

ご婦人オムニバスなコント集「薄着
知らずの女」。何も考えずに大笑い
できる見逃せないステージです。
幅広い演技で様々な舞台で活躍中

の村岡希美を中心に、多才な出演者
でお届けする丁寧に作り込まれたコ
ントの世界をぜひご堪能あれ。

にんじんボーン

14:00
18:00
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●故林広志prd.「コネクト～
薄着知らずの女スペシャル　　　
with親族代表」

故林広志prd. 

13:00
14:00
17:00
19:00
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三
鷹
市
管
弦
楽
団
が
矢
吹
町
民
合
唱
団
と
友
好
の
共
演

矢
吹
が
原
に
力
強
い
交
響
楽
と
歌
声
が
響

く
…
。

７
月
７
日
、
三
鷹
市
の
姉
妹
町
で
あ
る
福

島
県
矢
吹
町
の
町
制
施
行
100
周
年
記
念
行
事

に
、
三
鷹
市
管
弦
楽
団
が
出
演
、
矢
吹
町
民

太宰治賞受賞の小川内初枝さん寄稿

三
鷹
市
を
訪
れ
る
計
画
が
あ
る
こ
と
を
筑

摩
書
房
の
か
た
か
ら
お
聞
き
し
た
の
は
、
太

宰
治
賞
の
受
賞
が
決
定
し
て
二
日
後
の
こ
と

で
し
た
。
そ
の
瞬
間
、
私
の
意
識
は
高
校
時

代
に
溯
っ
て
い
た
の
で
す
。

高
校
時
代
か
ら
二
十
歳
代
半
ば
ま
で
、
特

に
親
し
く
し
て
い
た
友
が
い
ま
し
た
。
彼
が

生
ま
れ
て
初
め
て
小
説
を
読
ん
だ
の
は
、
中

学
三
年
生
の
時
、
太
宰
の
『
人
間
失
格
』
。

そ
れ
以
来
本
好
き
に

な
っ
た
そ
う
で
、
私

が
知
り
合
っ
た
こ
ろ

に
は
、
か
な
り
の
読

書
家
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
私
は
、
太
宰
作

品
と
い
え
ば
小
学
生
の
こ
ろ
に
数
作
読
ん
だ

く
ら
い
で
し
た
が
、
彼
に
触
発
さ
れ
て
、
高

校
一
年
生
の
夏
休
み
に
初
め
て『
人
間
失
格
』

を
手
に
し
た
の
で
す
。

確
か
、
息
を
詰
め
る
よ
う
に
し
て
読
み
耽

っ
た
よ
う
な
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
彼
と
の
交

流
が
な
く
な
る
こ
ろ
は
、
別
の
作
家
を
愛
読

し
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、『
人
間
失

格
』
は
、
私
に
と
っ
て
青
春
時
代
を
強
く
思

い
出
さ
せ
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

太
宰
治
、
人
間
失
格
、
三
鷹
。
あ
の
『
人

間
失
格
』
が
書
か
れ
た
三
鷹
を
訪
れ
る
の
だ

と
い
う
感
慨
は
、
太
宰
治
賞
受
賞
が
決
定
し

て
浮
き
立
っ
て
い
た
私
の
胸
に
、
静
か
な
波

紋
の
よ
う
に
広
が
っ
て
ゆ
き
ま
し
た
。

六
月
二
十
二
日
。
雨
が
降
り
そ
う
で
降
ら

な
い
、
静
か
な
く
も
り
空
。
Ｊ
Ｒ
三
鷹
駅
に

降
り
立
っ
た
私
の
目
の
前
に
は
、
繁
華
な
街

の
賑
わ
い
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
を

抜
け
、
三
鷹
通
り
を
南
へ
南
へ
と
進
ん
で
行

く
に
つ
れ
て
、
次
第
に
深
ま
っ
て
ゆ
く
緑
の

鮮
や
か
さ
。
日
々
の
生
活
の
必
要
性
に
密
着

し
な
が
ら
も
、
心
を
和
ま
せ
る
緑
豊
か
な
空

間
を
併
せ
持
つ
町
並
み
を
目
の
当
た
り
に
し

て
、
私
の
目
は
、
ま
る
で
引
っ
越
し
の
下
見

を
し
に
来
た
人
の
よ
う
に
、
き
ょ
ろ
き
ょ
ろ

と
し
通
し
で
し
た
。

奥
深
く
緑
が
繁
る
八
幡
大
神
社
の
前
で
、

思
わ
ず
深
呼
吸
を
し
な
が
ら
、
太
宰
が
眠
る

禅
林
寺
へ
。桜
桃
忌
の
直
後
だ
っ
た
せ
い
か
、

太
宰
の
墓
は
、
さ
く
ら
ん
ぼ
で
縁
取
ら
れ
、

き
れ
い
な
花
々
に
囲
ま
れ
な
が
ら
も
、
静
謐

な
佇
ま
い
を
見
せ
て
い
ま
す
。
線
香
を
手
向

け
目
を
瞑
る
と
、
太
宰
へ
の
思
い
、
若
き
日

の
記
憶
、
書
く
こ
と
へ
の
執
着
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
想
念
が
胸
に
去
来
し
ま
す
。そ
し
て
、

一
人
の
作
家
の
思
い
と
、
そ
れ
を
汲
む
人
々

の
時
を
超
え
た
繋
が

り
の
素
晴
ら
し
さ
を

改
め
て
思
い
ま
し

た
。

禅
林
寺
を
後
に
し
て
、私
の
運
命
の
場
所
、

み
た
か
井
心
亭
へ
。

太
宰
治
賞
の
審
査
が
行
わ
れ
る
こ
の
施
設

は
、
本
格
的
な
茶
室
を
備
え
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
、
茶
道
を
習
っ
て
い
る
私
は
、
興
味

津
々
、
そ
の
茶
室
に
も
入
ら
せ
て
頂
き
ま
し

た
。ほ

の
か
な
明
か
り
の
下
に
座
っ
て
い
る

と
、
日
本
古
来
の
文
化
を
守
っ
て
ゆ
こ
う
と

す
る
気
概
と
、
新
し
い
文
学
の
芽
を
育
も
う

と
す
る
豊
か
さ
を
辺
り
の
空
気
に
感
じ
、
受

賞
の
喜
び
を
改
め
て
か
み
し
め
ま
し
た
。

少
し
北
に
上
っ
て
山
本
有
三
記
念
館
を
見

学
し
、
玉
川
上
水
に
沿
う
風
の
散
歩
道
を
そ

ぞ
ろ
歩
く
と
、
と
て
も
い
い
気
分
に
な
り
ま

し
た
。
深
い
森
を
思
わ
せ
る
、
鬱
蒼
と
い
っ

て
も
い
い
ほ
ど
の
緑
が
延
々
と
続
く
上
水
べ

り
。
こ
の
緑
の
せ
い
だ
と
思
う
の
で
す
が
、

清
々
し
い
心
持
ち
で
、
温
か
み
の
あ
る
土
色

の
敷
石
を
ゆ
っ
く
り
と
踏
み
し
め
な
が
ら
歩

い
て
い
る
と
、
太
宰
の
入
水
場
所
に
辿
り
着

い
た
の
で
す
。

現
在
は
水
量
も
少
な
く
、
昔
の
面
影
を
留

め
て
い
な
い
せ
い
で
、
自
死
を
誘
う
雰
囲
気

な
ど
は
な
く
、
む
し
ろ
、
淡
い
ピ
ン
ク
の
可

憐
な
花
が
咲
き
誇
っ
て
い
る
の
が
印
象
的
で

し
た
。

太
宰
治
賞
を
受
賞
で
き
た
こ
と
で
、
三
鷹

市
と
少
し
で
も
ご
縁
が
で
き
た
こ
と
を
、
嬉

し
く
、
誇
ら
し
く
思
う
一
日
で
し
た
。
此
の

度
は
連
雀
界
隈
で
し
た
が
、
次
に
訪
れ
る
時

は
、
井
の
頭
あ
た
り
を
一
人
歩
き
し
て
み
た

い
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。

合
唱
団
と
の
共
演
が
実
現
し
ま
し
た
。

三
鷹
市
管
弦
楽
団
の
矢
吹
町
で
の
公
演

は
、
昭
和
53
年
か
ら
定
期
的
に
実
施
さ
れ
て

お
り
、
今
回
で
10
回
目
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
と
ふ

れ
あ
う
こ
と
の
で
き
る
身
近
な
機
会
と
し
て

毎
回
大
好
評
、
前
回
（
平
成
11
年
）
は
矢
吹

町
民
合
唱
団
と
の
初
ジ
ョ
イ
ン
ト
で「
第
九
」

を
披
露
し
、
喝
采
を
浴
び
ま
し
た
。

今
回
は
100
周
年
記
念
式
典
の
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
と
し
て
行
わ
れ
、
演
目
は
「
校
歌
メ
ド

レ
U

」。
矢
吹
町
内
の
小
中
学
校
の
過
去
か

ら
現
在
ま
で
の
校
歌
８
曲
と
「
矢
吹
町
民
の

歌
」
を
、
当
日
の
指
揮
を
務
め
た
福
島
県
立

白
河
高
校
教
諭
の
鈴
木
敦
さ
ん
が
編
曲
し
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
風
に
仕
上
げ
ま
し

た
。
編
曲
の
テ
U

マ
は
「
聴
き

な
れ
た
校
歌
を
い
か
に
予
想
外

の
音
楽
に
仕
上
げ
る
か
」
で
し

た
。
そ
の
ね
ら
い
は
大
成
功
。

聴
衆
は
ほ
と
ん
ど
が
矢
吹
町
民

で
、
校
歌
に
は
な
れ
親
し
ん
で

い
る
は
ず
な
の
に
、
所
々
に
バ

ッ
ハ
や
ベ
U

ト
U

ベ
ン
な
ど
の
名
曲
の
パ
ロ

デ
ィ
U

も
ち
り
ば
め
た
大
胆
な
ア
レ
ン
ジ

に
、
驚
き
と
感
嘆
の
様
子
で
聴
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。
演
奏
が
終
わ
る
と
、
会
場
か
ら
割

れ
ん
ば
か
り
の
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
オ
ベ
U

シ
ョ
ン
が
沸
き
起
こ
り
、
ジ
ョ
イ
ン
ト
・
コ

ン
サ
U

ト
は
大
成
功
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま

し
た
。

こ
の
式
典
に
は
、三
鷹
市
か
ら
安
田
市
長
、

吉
野
市
議
会
議
長
な
ど
も
参
加
、
友
好
の
ハ

U

モ
ニ
U

を
楽
し
み
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
矢
吹
町
100
周
年
を
記
念
し
て
、

三
鷹
市
か
ら
は
時
計
塔
（
写
真
）
が
寄
贈
さ

れ
、
Ｊ
Ｒ
矢
吹
駅
前
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

７月４日、三鷹市役所に高性能電

気自動車「ＫＡＺ（カズ）」がやっ

てきました。慶応大学環境情報学部

の清水浩教授が中心となり開発した

ＫＡＺは、世界最高速の時速311㌔

を記録して話題を呼んでいます。市

では、清水教授のグループとの共同

研究によって、コミュニティバスの

電気自動車化を考えています。この

日は、安田市長をはじめ市の幹部、報道関係者が試乗し、乗り心地を確かめました。

ＫＡＺは床下に動力のリチウム電池や速度制御装置が15㌢の厚さで収納され、永久磁石

モーターが小ぶりな８つの車輪に装着された８輪駆動車です。このため低床で車内スペー

スが広く、１回１時間程度の充電で約300㌔の走

行が可能。エンジンの振動や騒音もありません。

環境、バリアフリー対応などさまざまな面でＫＡ

Ｚの技術を使ったコミュニティバスの開発に期待

がかけられています。

社会科見学で市役所に訪れていた第五小学校の

３年生たちも、イタリアのデザイナーが設計した

特徴的な流線型の姿を見かけて大喜び。一人ひと

りゆったりと広い座席に乗り込ませてもらって、

はしゃいでいました。小学生も大喜びの様子

スーパー電気自動車スーパー電気自動車スーパー電気自動車スーパー電気自動車スーパー電気自動車スーパー電気自動車スーパー電気自動車スーパー電気自動車スーパー電気自動車スーパー電気自動車スーパー電気自動車スーパー電気自動車スーパー電気自動車スーパー電気自動車スーパー電気自動車スーパー電気自動車スーパー電気自動車

６
月
22
日
、
太
宰
治
賞
受
賞
者
の
小
川
内
初
枝
さ
ん
が
、
三
鷹
市
芸
術
文
化
セ
ン
タ

U

で
開
催
さ
れ
た
「
太
宰
を
聴
く
〜
太
宰
治
朗
読
会
」
の
た
め
に
三
鷹
市
を
訪
れ
ま
し

た
。
作
品
「
緊
縛
」
で
第
18
回
太
宰
治
賞
を
受
賞
し
た
小
川
内
さ
ん
は
１
９
６
６
年
大

阪
府
生
ま
れ
で
、
現
在
も
大
阪
市
に
お
住
ま
い
で
す
。
三
鷹
市
で
の
一
日
に
つ
い
て
寄

稿
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

太宰の墓の前で

矢吹町100周年記念式典で


